
プログラム・申込方法は裏面をご覧ください。 
または右のQRコードを読み取ってください。

〈Webページ〉http://www.pref.oita.jp/site/kyoiku/2020conf.html   〈facebookページ〉https://www.facebook.com/eduinfo.oita

●お問い合わせ先 大分県教育庁 教育財務課情報化推進班　　097-506-5464　メールアドレス：zaimu@oen.ed.jp

教育情報化

カンファレン
ス

inおおいたNewNomal時代を
生きていく子どもたちの情報活用能力

NewNomal時代を
生きていく子どもたちの情報活用能力

J：COM
ホルトホール大分
3階 大会議室

100名程度

http://www.horutohall-oita.jp/ 
（大分県大分市金池南1丁目5番1号）

内容

開場 13：30
開会 14:00～17：00

令和２年

12 25 金

定員

大分県教育委員会／公益財団法人ハイパーネットワーク社会研究所主催

第9回

会場

対象

日時

　今回のカンファレンスは、教育に携わる関係者に向けて、「NewNomal

時代を生きていく子どもたちの情報活用能力」をテーマに、将来の予測が難しい

中で、教育にどのような考え方が求められるかについて、有識者に講演いただ

きます。教育の情報化とは何かについて理解を深め、今後に役立てる機会と

なることを目的に開催します。

オンラインも
同時開催！！
オンラインも
同時開催！！

参加
無料

講演1

「NewNormal時代の
　子どもたちに求められる力」
中邑　賢龍 氏
（東京大学 先端科学技術研究センター 教授）

講演2

「ICTを活用した子育て支援」

園田　正樹 氏
（コネクテッド・インダストリーズ株式会社 代表）

講演3

「学校変革の起こし方
　 ～生徒がワクワクする
　　 「ミライの学校」づくりへの挑戦～」
日野田　直彦 氏
（武蔵野大学中学校・高等学校 校長）

県内外の教職員、市町村教育委員会、
教育に携わる企業・団体、PTA、学生、個人等

•会場参加については、定員になり次第、申し込みを
締め切ります。
•オンライン参加の場合も、事前のお申し込みをお
願いします。



○Webからの場合 … キーワード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をクリック
○メールからの場合… zaimu@oen.ed.jp　○FAXからの場合… 097-537-8820（ハイパーネットワーク社会研究所）
メールかFAXでお申込をされる場合は、以下の内容でお送りください。
氏名： ふりがな

□大分県内　　　　□大分県外（　　　　　　）学校・所属名：

TEL： FAX：

参加方法：　□会場参加　　　□オンライン参加E－mail： ＠
このカンファレンスをどの情報から知りましたか？（複数回答可）
□教育委員会からの文書　　□メール　　□FAX　　□チラシ　　□Facebook　　□Twitter　　
□Webページ　　□知人からの紹介　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

カンファレンスのお申込について

検索第9回教育情報化カンファレンス

中邑 賢龍（なかむら けんりゅう）
東京大学先端科学技術研究センター　教授

　香川大学教育学部助教授、カンザス大学、
ウィスコンシン大学客員研究員などを経て、
2005年に東京大学先端科学技術研究センター
特任教授に就任。08年より同センター人間支
援工学分野教授。心理学・工学・教育学・リハビ
リテーション学だけでなく、デザインや芸術な
どの学際的・社会活動型アプローチによりバリ
アフリー社会の実現を目指している。著書に
『発達障害の子どもの「ユニークさ」を伸ばす
テクノロジー』など。

日野田 直彦（ひのだ なおひこ）
武蔵野大学中学校・高等学校　校長

　1977年生まれ。帰国子女。帰国後、同志社国
際中学校・高等学校に入学し、当時の日本の一
般的な教育とは一線を画した先進的な教育を受
ける。同志社大学卒業後、大手進学塾に入社。
2008年には奈良学園登美ヶ丘中高の立上げに
関わる。2014年大阪府立箕面高等学校の校長
に着任後、全国の公立学校で最年少（36歳）の
校長として改革を推進。2018年4月より経営の
傾いた武蔵野大学中高の校長に就任し、初年度
から生徒募集を倍増させ、学校の建直しに成功
する。著書『なぜ「偏差値50の公立高校」が世
界のトップ大学から注目されるようになったの
か!?』

講師プロフィールプログラム （時間は目安です。若干の変更もございます。）

受付開始13:30～ 

開会挨拶14:00～ 

終了17:00　 

〈子どもたちの発表〉
大分県立情報科学高等学校 生徒　他

15:30～ 

休　憩　5分

園田 正樹（そのだ まさき）
コネクテッド・インダストリーズ株式会社　代表

　新潟県糸魚川市出身。佐賀大学医学部卒。産
婦人科診療の中で、産後うつや虐待のハイリス
ク妊婦と接する。研究よりも社会実装によって
より良い社会を創造したいと考え、大学院を休
学、2017年Connected Industries Inc.を設立。
自身も実装者の一人となるべく、デジタルハリ
ウッド大学大学院に進学。2020年4月よりサー
ビス開始（https://azkl.jp/）。

東京大学 先端科学技術研究センター　教授　中邑 賢龍

14:10～ 講演1

テ
ー
マ
「NewNormal 時代の子どもたちに求められる力」

内容：変化が激しく予測不能な時代を生きる子どもたちに、どういった力が求められ
るのかについて、また多様さが当然となる新たな社会の追及がイノベーション
につながることについて、ご講演いただきます。

テ
ー
マコネクテッド・インダストリーズ株式会社　代表　園田 正樹

14:55～ 講演2

「ICTを活用した子育て支援」

内容：産婦人科医でありながら、地域の課題を解決することを目指して起業し、さら
にデジタルハリウッド大学院に進学するなどの経験から、今後、教育にどのよ
うな考え方が求められるかについてお話しいただきます。

武蔵野大学中学校・高等学校　校長　日野田 直彦

16:10～ 講演3

「学校変革の起こし方
　 ～生徒がワクワクする「ミライの学校」づくりへの挑戦～」

内容：『なぜ「偏差値50の公立高校」が世界のトップ大学から注目されるようになっ
たのか！？』の著者である日野田校長。現在の勤務校を数年で健全経営に建直
したその秘訣とは？予測が難しい時代に、生徒がワクワクする学校づくりと
ICTの活用についてご講演いただきます。

テ
ー
マ

昨年の会場の様子


